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と

成
っ

た
自

覚
で

あ
る

が
、

同

時
に、

そ

の

「

わ
た

し
」

を
、

救
い

か
ら

疎

外
さ

れ
た

無
学
破
戒
の

衆
生

の

生
に

重

ね
合
せ

、

「

そ
く
ば

く
の

業
を

も
ち
け
る

身
」

の

悲
惨
さ
を

深

く
内
省
し

、

痛
感
し
た
の

で

も

あ
る

。

故

に

親
鸞
の

「

い

つ

れ

の

行
も
お

よ

び
が
た
き

身
」

の

自

覚
は

、

す
べ

て

の

人
に

罪
の

自
覚
の

境
地
へ

と

至

ら

し

め
る

も
の

で

は
な
い

だ
ろ

う
か

。

第
一

結
集
に

お
け
る

阿

難

　
　
　

　
有
学
か
ら

無
学
へ

龍

　
口

　
明
　
生

　
は

じ

め

に

　
　
第
一

結
集
は

五

百
人
の

比
丘
が

集
ま

り、

法
と

律
と
を

誦
出
し

編
纂
し

た
。

こ

こ

で

は

第
、

結
集
開
始
に

当
た
っ

て

の
、

阿

難
の

お

か

れ

た

立

場
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

諸
律
蔵
の

中
の

第
一

結
集
の

記
述

で

は

阿
難
は

未
だ

有
学
で

あ
り
阿
羅
漢
で

は

な
い
、

と
い

う
理

由
で

結
集

の

指
導
者
で

あ
る

大
迦
葉
よ
り
最
初
は

参
加
す
る

こ

と
を

拒
否
さ
れ

る
。

こ

の

こ

と
を

聞
い

た

阿
難
は
精
進
し

解
脱
を

得
、

阿
羅
漢
と
な
る

。

阿
羅

漢
に
な

っ

た

時
点
で

参
加
を
許
さ
れ
、

結
集
が

開
始
さ

れ
る

。

こ

の

点
か

ら

言
え
る

こ

と
は
、

阿
難
は
出

家
し

、

や
が

て

釈
尊
に

給
侍
し
、

多
聞
第

一

と

な

り、

釈
尊
入
滅
後
に

至

る

も
、

そ
の

間
ず
っ

と

学
地
に

あ
り
て
、

阿
羅
漢
に
な
る

こ

と

は

無
か
っ

た
。

阿
羅
漢
に

な
っ

た

の

は

第
一

結
集
開

始
直
前
の

こ

と
で

あ
る

。

と
こ

ろ

で

後
世
の

成
立
で

あ
る

大
乗
経
典
に

お

い

て

も、

そ
れ
が
釈
尊
の

説
か

れ
た

「

仏
説
」

と
い

う
構
成
を
と

っ

て

い

る

な
ら

ば
、

そ
こ

に

登
場

す
る

釈
尊
を
は

じ

め

他
の

人

々
、

仏
弟
子、

す

く
な
く
と

も
比
丘
達
の

作
法
等
は

律
の

規
定
に

準
じ

た

も
の

と

な
る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う
。

こ

の

観

点
か

ら
諸
律
蔵
を
は

じ

め
、

諸
経
典、

特
に
浄

土
三

部
経
中
の

阿
難
の

描

写
を

検
討
し
、

そ

の

相
違
の

原

因
は

何
か

の

手

掛
か

り
を

得
た
い

と
思

う
。

　
一
　

諸

律
蔵
の

第
一

結
集
開
始
の

直
前

、

直
後
の

阿

難

　
諸

律
蔵
の

叙
述
が

必
ず
し
も
全

く
一

致
す
る

わ

け
で

は
な

い

が、

現
存

律
蔵
の

多
く
は、

阿
難
が

阿

羅
漢
に

な
っ

た
の

は

第
一

結
集
（

五

百
入
結

集）

の

直

前
で

あ
り、

摩
訶
迦

葉
に

よ

り
第
五

百
番
目

の

阿
羅
漢
と

し
て

結

集
へ

の

参
加
が

許
さ

れ

て

い

る
。

現
存
の

律
蔵
は

同

様
に

こ

の

こ

と

を

伝
え

て

い

る
。

 
『

四
分

律
』

「

集
法
毘
尼
五

百
人
」

（

大
正
b。

N
 
OO

。

−

O
 

討
）

に

於
い

て

は
、

大
迦
葉
は

比
丘

四

百
九

十
九
人
を

選
ん

だ
。

彼

等
は

「

皆

是
阿

羅
漢
多
聞
智
慧
者
」

で

あ
り

、

他
の

比

丘

達
が

阿
難
を
数

に

加
え
る

よ

う
提
案
す
る

も

大
迦

葉
は

「

阿

難
有
愛
恚

怖
癡。

有
愛
恚
怖

癡
。

是
故

不
応

令
在
数
中
」

と
い

う
理

由
で

拒
否
す
る

。

そ
こ

で

阿
難
は

精
進
し
無

漏
解
脱
を

得
、

「

時

阿
難
得
阿

羅
漢
已
」

の

で

あ
る

。

そ

し
て

阿

羅
漢
と

し

て

結

集
に

参
加
が

可
能
と

な
る

。

 
『

五
分

律
］

「

第
五

分

之
九
五

百

集
法
」

（

大
正
b。
卜。．
一

ゆ
O
げ
−

o）

も
同
様
で

あ
る

。

 一
『

十
誦

律
』

「

五

百
比

丘
結
集
三

藏
法
品
」

第
一

（

大
正

込⊃
ω

』
ミ
σ
）

も
同

様
に

四
百

四

十
九
人
の

比
丘
は

「

皆
得
共
解
脱
」

て

い

る

が
、

阿

難
一

人
は
学
人
で

あ
る

。

学
人

で

は

あ
る

が
、

長
老

大
迦

葉
は

「

是
阿
難
好
善
学
人
」

で

あ

り
、

仏
は

「

阿

難
多．
聞
人

中
最
第
一
」

と

説
い

て

い

る

の

で

結
集
に

参
加

さ

せ
る

こ

と
を

提
案
し

て

い

る
。

こ

の

点
他
律
の

記
述
と
は

や
や
相
違
し

て

い

る

け
れ

ど

も、

後
に

は

「

五

百
阿
羅
漢
」

と

言
う
表
現
が
な
さ
れ
て

い

て
、

一

貫
し

て

い

な
い

。

 
『

根
本
説
一

切

有
部
毘
奈

耶
」

「

雑
事
」

巻
第
三

十
九
（
大
正
b。
倉

鼻
O
ω
oI

心
O
心

o）

 
『

摩
訶
僧

祗
律
』

（
大
正
b ⊃

b 。e

お
壁
−

σ）

及
び
、

 
「
ヴ
イ

ナ

ヤ
』

に
お
い

て

も

阿

難
は

有
学
で

あ
っ

た

が
、

精
進
し

て

阿
羅
漢
と
な
っ

て

い

る
。
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二

　
諸
経
典
に
お

け
る

記
述

　

例
え
ば

「

悲
華

經
』

巻
第
一

「

転
法
輪

品
」

第
一

（
大
正

ω

」
 
¶

巴

に

於
い

て

は

阿
難
は

阿
羅
漢
で

は

無
い

こ

と
が

明
記
さ
れ
て

い

る
。

「

如

是

我
聞

。

一

時
佛
在
王

舍
城
耆
闍
崛
山

。

與
大
比
丘
僧
六

萬、
一

千
人

倶
。

皆

阿
羅
漢
諾
漏
已
尽
無
復
煩

惱、
…

切
自
在．、

心

得
解

脱．、

慧

得
解

脱
。

（

中
略）

唯
除
阿
難

。

」

と

あ
る
。

　
三

　
浄
十

三

部
経
に

お

け
る

記
述

　

無
量

寿
経
は

五

訳
共
に
、

阿

難
は

阿

羅
漢
で

あ
る

。

「
佛
説
無
量
壽
經
』

（

大
正
一

ト。

』
 
釦
o）

を
例
に

と

れ
ば
、

阿
難
も
他
の

比
丘
達
と

同
様
に

阿

羅

漢
で

あ
る

。

「

我

聞
如
是

。

一

時

佛
住
下

舍
城
蓍
闍
崛
山

中。

與

大
比

丘

衆
萬
二

干
人
倶

。

］

切
大
聖
神

通
巳
達

。

（

中
略）

尊

者
阿
難

。

皆
如

斯

等
上

首

者
也。
」

「

佛
説
阿

彌
陀
経
」

（
大
正
一

b。

魏
8
守
O
）

及
び

そ
の

異

訳
も

同
様
で

あ
る
。

但
し

「

観
無
量

寿
経
』

（
大
正

一

b」’
G 。

心
OoI

ω

自
餌）

で

は
「

如
是
我
聞

。

　一

時
佛
在
王

舍
城

耆
闍
崛
山
中

。

與
大
比
丘

衆

千
二

百
五

十

人
倶
」

と
な
っ

て

い

る

の

み

で

明
白
で

は

な
い

。

大

乗
仏

教
教

団
の

連
帯

感

　

ー
「

善
男

子
善
女
人
」

の

原
意

阿

理

　
生

　

大
乗
の

諸
種
の

経
に
、

び

oO

巨
霽
算
く
拶

（

菩
薩）

と

並
ん
で
、

し

ば
し

ば
評

巳

咢
⊆

鐸
斜

屏

三
p
α
ロ

巨

耳
（嚇
隈

訳
　
善
男
子、

善

女
人
／
族
姓

子
、

族
姓
女
）

の

語
が

見
え
る

。

こ

れ

ら
の

用
語
に

関
し
て

、

近
現

代
の

辞
書

的

記
載
や

解
説
の

ほ
か、

平
川
彰
の

研
究
（
『

平
川

彰
著
作

集
第
三

巻
』

平

成
元
年
所

収
）

や
植

木
雅
俊
の

研
究
（

『

仏

教
の

な
か
の

男
女
観
』

平

成
十
六

年
所
収）

が

あ
る

が
、

そ
の

本
質
的
概
念
に
つ

い

て

充

分
に

解
明

さ

れ
た
と

は

言
い

難
く

、

ま
だ
研

究
の

余
地
が
あ
る
よ

う
で

あ
る

。

　
初

期
仏

教
パ

ー

リ
ニ

カ

ー

ヤ

に

は
、

ア

ン

バ

ッ

タ
と
い

う
バ

ラ

モ

ン

青

年
の

こ

と

を

仲
間
の

バ

ラ

モ

ン

が

屏

三
曽
O
ロ

算
p

と

言
う
と

き、

そ
の

語

は

前
後
の

文
脈
か

ら

し

て
、

古
代
イ
ン

ド
世
俗
社
会
の

厳

格
な

階
級
差
別

と

密
接
に

関
わ

っ

て

い

る
こ

と

が

知
ら

れ、

こ

の

場
合
塗。

評

口

訂

と
い

う

卑
し
い

ド

層
階
級
集

団
と
の

対
比
で
、

騨

巳
p

（
11

ω

鼻
巳
巴

と
い

う
高

貴
で

良
き
バ

ラ
モ

ン

な
る

上

層

階
級

集
団
が

意
図
さ
れ
て

い

る

（

勺
→
oり

版
O
客
一

も．
Φ
ω
）

。

そ
し
て
一

方
で

は

仏
陀
を

師
と

す
る

出
家

者
集
団

（
サ
ン

ガ
）

に

属
す
る

者

も
ま
た

評

三

琶
癖
β

と

呼
ば

れ

て

い

る

の

を

見

出

す
（
ζ

客
一

も
」
 
一

も
』
O

仰

ζ
乞゚

°。

も
℃

』
＄
1

雪
ρ

露
6°
）

。

　

同
一

の

評

三

巷
三
富

の

語
が

在
家

者
に

も
出

家

者
に

も

使
用

さ
れ
て

い

る

こ

と

に

な
る

が
、

そ
の

意
味

合
い

は

同
一

で

は
あ
る

ま
い
。

後
者
の

出

家
者
に

は
上

層
の
バ

ラ

モ

ン

か
ら

下

層
の

シ

ュ

ー

ド
ラ

階
級
の

出
身
者

ま
で

が
入

門
を

許
さ

れ、

出

家
前
の

階

級
（
牛

ま
れ）

が

問
わ
れ

る

こ

と

は

な
い

か

ら、

出

家

者
に

対

し
て

言
わ

れ
る

と

こ

ろ

の

評

已
国

O
⊆

茸
国

と

は
、

世
俗
の

差

別
的

社
会
階
層
に

お

け
る

意
味
を
離
れ
て、

又

仏
陀
を
師

と
す
る

出
世

問
の
）

す
ぐ
れ
た
出

家
者
集
団
に

所
属
す
る

者
」

の

意
味
合

い

に

転
用
さ
れ

て

い

る

こ

と
が

明
ら

か
と
な
る

。

評

巳
曽

は
基

本
的
に
「

家

柄
・

家
系
」

の

こ

と
で

は

な
く、

「

同
類
の

群
れ
・

階
層

集
団
」

で

あ
る

か
ら
で

あ
る

。

［
英
語
の

o

訂
昌

は

こ

の

評

巳
o

と

類
縁
関
係
に

あ
る

可
能

性
が
あ
る
］

　

大
乗
の

始
原
に

位
置
す
る

「

八

千
頒
般
若
経
』

で

は
、

出

家
の

比
丘
・

比
丘
尼
と

在
家
の

ウ
パ

ー

サ
カ
・

ウ

パ

ー

シ

カ

ー

と
い

う
四

衆
が

直
後
の

文

脈
で

貯

匹

碧
ロ

時
斜

評

巳
四

巳
ぼ
耳

の

語
で

言
い

換
え

ら

れ
（
＜
巴
α

旨
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